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白鷹町－光ブローバンド実現の会から
のご報告（仮申込書1700を達成）②
レジ袋無料の配布
まもなく中止となります③
白鷹プロジェクト・平成20年度の活動を
紹介します④
大瀬の未来展望プロジェクトの総括⑥
町の公共交通体系の計画について⑩
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つきたてのおもちに笑顔もとろける　－　第27回白鷹スキー場まつり（２月22日）
　白く輝く大朝日岳を望むことができるほどの晴天となり、多くのお客さまが来場しました。今回は新たに、雪の中からお

宝を掘り当てる「宝探し」や雪玉を投げて競う「ペットボトル倒し」など多彩なイベントが行われ、幅広い年代の皆さんが

「雪の祭典」を楽しんでいました。地元中山地区の実行委員会が中心となり企画運営されました。
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レジ袋の無料配布
まもなく中止となります

　

エ
ー
コ
ー
プ
し
ら
た
か
、
マ
ッ

ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
白
鷹
店
、
ど
り

い
む
農
園
直
売
所
の
３
店
舗
で
、

４
月
１
日
よ
り
レ
ジ
袋
が
有
料
と

な
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
１
枚
の
金
額

は
店
舗
ご
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
が
、

お
お
む
ね
３
円
か
ら
５
円
の
間
に

な
る
見
込
み
で
す
。
す
で
に
、
右

の
写
真
の
よ
う
な
の
ぼ
り
旗
（
桃

色
）
で
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
何
気
な
く
も
ら
っ
て

い
た
レ
ジ
袋
。
貴
重
な
資
源
で
あ

り
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
ご
み
と

な
り
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
容
器

包
装
ご
み
の
約
６
割（
容
積
で
）

を
占
め
て
い
る
現
状
で
す
。
レ
ジ

袋
だ
っ
て
「
も
っ
た
い
な
い
」
と

思
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
ね
。

買
い
物
に
は「
マ
イ
バ
ッ
グ
」

を
持
参
し
ま
し
ょ
う

　

最
近
は
、
店
頭
で
も
い
ろ
ん
な

種
類
の
マ
イ
バ
ッ
グ
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
買
い
物
以
外
に
も
重

宝
す
る
、
と
て
も
便
利
な
バ
ッ
グ

で
す
。
な
か
に
は
か
ご
タ
イ
プ
の

も
の
も
あ
り
、
物
を
運
ぶ
と
き
な

ど
、
意
外
な
場
面
で
活
躍
し
ま
す
。

い
つ
も
車
の
中
に
用
意
し
て
お
け

ば
、
わ
ず
ら
わ
し
い
レ
ジ
袋
の
ご

み
を
だ
い
ぶ
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

ご
み
に
出
す
手
間
が
省
け
ま
す
。

忘
れ
た
場
合
に
備
え
て
、
前
に
も

ら
っ
て
い
た
レ
ジ
袋
や
風
呂
敷
な

ど
を
車
や
バ
ッ
グ
の
中
に
忍
ば
せ

て
お
け
ば
、
マ
イ
バ
ッ
グ
代
わ
り

に
利
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

資
源
を
ム
ダ
に
し
な
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
ね
。

簡
易
包
装
で
、ご
み
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う

　

意
外
に
多
い
の
が
包
装
紙
の
ご

み
。
き
っ
ち
り
し
た
包
装
は
、
開

け
る
の
に
も
時
間
が
か
か
り
、
開

け
た
あ
と
の
処
理
に
も
少
な
か
ら

ず
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
経
験
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
包

装
は
い
り
ま
せ
ん
」「
簡
易
包
装
で

お
願
い
し
ま
す
」「
シ
ー
ル
で
結
構

で
す
」
な
ど
、
消
費
者
か
ら
の
声

掛
け
が
大
切
で
す
。
み
ん
な
で
実

践
し
て
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
社

会
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

店
頭
啓
発
を
行
い
ま
す

　

３
月
中
に
、「
白
鷹
町
レ
ジ
袋
削

減
推
進
町
民
会
議
（
区
長
会
、
交

通
安
全
母
の
会
、
婦
人
会
、
健
康

づ
く
り
推
進
員
連
絡
協
議
会
、
こ

ぶ
し
会
赤
十
字
奉
仕
団
、
Ｊ
Ａ
山

形
お
き
た
ま
女
性
部
白
鷹
支
部
）」

及
び
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員

会
」
の
か
た
が
た
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
各
店
舗
の
店
頭
で
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

～４月１日から　町内３店舗で～

問い合わせ
町民税務課

くらし・環境推進係
☎85－6131

〝
も
っ
た
い
な
い
〞の
気
持
ち
、

も
う
少
し
、大
き
く
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

夢
の
実
現
に
大
き
く
前
進

　

白
鷹
町

－

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
実
現
の
会
か
ら
の
ご
報
告

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
町
内
企
業
・

関
係
団
体
の
か
た
が
た
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
２
月
23
日
ま

で
１
７
０
０
を
超
え
る
仮
申
込
書

を
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、
実
現
の
会
を
開
催

し
、
仮
申
込
書
の
集
約
状
況
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
藤
誠
七
会
長
よ
り
、

「
町
民
と
企
業
か
ら
の
多
く
の
強

い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
早
期
に

実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
へ
１
７
２
３
の
仮

申
込
書
を
引
き
渡
し
ま
し
た
。

おかげさまで、

仮申込書１７００を達成
早速ＮＴＴ東日本へ引き渡しました

白
鷹
町

�

光
�
�
�
�
�
�
�
実
現
�
会

�
�
�
�
�

会
長�

佐�

藤�

誠�

七

　

こ
の
た
び
、
目
標
と
し
て
い
た
１
７
０
０
の
仮
申

込
書
を
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ひ
と
え
に
白
鷹
町
を
よ
り
住
み
よ
い
町
に
し
て
い
き

た
い
と
い
う
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
熱
い
思
い
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
事
業
所
や
会
社
を
営
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ま

が
た
に
は
、
今
回
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、
仮
申
込
書
の
設
置
及
び
職
員
の
皆
さ
ま
へ

の
お
声
掛
け
な
ど
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

▼お店の買い物かごに取り付け
て、レジで精算することができ
るものもあります。時間の節約
にもなりますね。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
、
こ
の
取

り
組
み
に
対
し
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て

い
た
だ
き
、「
仮
申
込
書
に
よ
る
住

民
の
皆
さ
ま
の
多
く
の
思
い
を
大

切
に
受
け
止
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
向
け
て
早
速
検
討
し
た
い
」
と

い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
現
の
会
で
は
、
引
き

続
き
仮
申
込
書
を
受
け
付
け
て
い

き
ま
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
ぜ
ひ
仮
申
込
書
を
直
接

提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
い
た
か
た
が
た
に
も
、
知
人
や
ご
友
人
の
皆

さ
ま
な
ど
へ
お
声
掛
け
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

仮
申
込
書
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
様
へ
の
引
き
渡
し

を
滞
り
な
く
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
全
町
民
設
民
営
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
の
整
備

に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
平
成
20
年
度
�
活
動
�
紹
介
�
�
�

手
掛
け
る
人
た
ち
の
手
で

白
鷹
の
魅
力
づ
く
り
と
再
発
見

  

動
き
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

「
春
サ
ク
ラ
。
夏
は
ベ
ニ
バ
ナ
、

秋
は
ア
ユ
。
冬
は
隠
れ
蕎
麦
屋
の

し
ら
た
か
へ
」
の
４
シ
ー
ズ
ン
化

観
光
の
充
実
、
教
育
旅
行
や
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
滞
在

型
観
光
の
推
進
、
特
産
品
開
発
な

ど
の
物
産
振
興
を
通
し
て
、
交
流

人
口
を
増
加
さ
せ
、
白
鷹
町
の
産

業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い

う
目
的
で
、
昨
年
４
月
に
発
足
し

た
の
が
白
鷹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

白
鷹
見
る
・
モ
ノ
部
会
と
白
鷹
ツ

ー
リ
ズ
ム
部
会
の
２
部
会
で
研
修

や
実
践
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

  

白
鷹
の
心
を
持
ち
帰
っ
て
も

  

ら
う
た
め
に

　

白
鷹
見
る
・
モ
ノ
部
会
で
は
、

Ｑ
Ｍ
Ｍ
地
域
開
発
研
究
所
代
表
・

落
合
春
信
先
生
を
メ
イ
ン
講
師
に
、

白
鷹
町
の
魅
力
探
し
、
歩
き
や
タ

ク
シ
ー
で
廻
る
観
光
コ
ー
ス
の
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

古
典
桜
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
披

露
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
新
た
な

商
品
開
発
や
現
商
品
の
品
質
向
上
、

経
営
改
善
の
た
め
の
個
別
相
談
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
２
月
24
日
に

は
、
パ
レ
ス
松
風
に
お
い
て
、
そ

の
成
果
を
発
表
す
る
会
を
開
催
し
、

取
り
組
み
の
目
的
・
成
果
や
商
品

の
紹
介
、
新
た
な
課
題
な
ど
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

  

資
源
を
生
か
し
た
体
験
旅
行

  

素
材
が
あ
ふ
れ
る
白
鷹
町

　

白
鷹
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
で
は
、

観
光
カ
リ
ス
マ
・
小
椋
唯
一
先
生

か
ら
、
教
育
旅
行
・
子
ど
も
農
山

漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
国

的
に
推
進
さ
れ
る
背
景
や
現
状
、

今
後
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

の
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
、
７
月
３

日
に
は
、
宮
城
県
の
中
学
生
61
人

の
教
育
旅
行
の
農
作
業
体
験
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
戸

沢
村
角
川
や
福
島
県
喜
多
方
市
で

農
家
民
泊
や
体
験
活
動
の
研
修
を

行
い
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
平
成
21

年
度
は
こ
の
体
験
を
も
と
に
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
滞
在
型
交
流

の
研
修
・
受
入
実
践
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

  
見
え
た
課
題
と
光

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
か
ら

　

モ
ノ
づ
く
り
個
別
相
談
会
は
、

計
４
回
開
催
し
、
お
客
さ
ま
が
求

め
る
商
品
づ
く
り
・
店
づ
く
り
の

た
め
、
材
料
を
吟
味
す
る
こ
と
、

デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
消

費
者
の
目
線
か
ら
も
役
立
つ
こ
と
、

学
ぶ
こ
と
の
多
い
内
容
で
し
た
の

で
、
以
下
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

モノづくり個別相談から学んだこと、生まれた商品を紹介します
参加企業名 学んだこと・取り組んだことなど 講師一言コメント

まぁ･どんな会 米粉の消費拡大を目的に、生産しているジャガイモを活用した芋餅の商品
化に取り組みました。添加物を使用しないで、柔らかいうちに食べていた
だくため生産量を抑えています。白鷹山の麓で製造することから「虚空蔵
芋餅」と命名。どりいむ農園で販売、１個 350 円。使用する油を無添加（シ
リコン無し）の油に替えました。

地場産の物を使用する
のは良いことだが、商
品である以上、質の良
い物であることが重要。

あゆ茶屋 経営向上を目的に参加。既存商品のラベルデザイン、店内レイアウト、冬
季間の温かい商品の提供、実演販売などのアドバイスをいただき、早速、
玉こんや豚汁の販売や鮎のうるか干しを目の前で焼いて実演販売など、で
きるものから順次実施しています。また、冬季間の活用として、ダイレク
トメールの発送、観光の勉強会、マナー研修などの社員教育を行いサービ
スと質の向上に努めています。

特異な業態であり、客
足が少ないときは繁忙
期の準備をしっかりす
る、繁忙期は客を待た
せないメニューの絞込
みをするなど、引き続
き実施してください。

加茂川酒造 規制緩和とともに焼酎やリキュールの免許を取得してきたことを生かして、
特産の赤すももと梅を活用した新商品開発に挑戦しました。差別化のため
ペリエとセットにしておしゃれに飲む「飲み方提案」の商品に仕上げまし
た。社員提案で「ブルーム」と命名。町内酒販店で販売、1セット 1260 円。

ペリエは微炭酸のミネ
ラルウォーター。都会
での評価が高い商品で、
地方での流行はこれか
ら。

セイノヤ 古典桜を訪れるお客様に買っていただく桜関連の土産品が少ない、桜の写
真のハガキや切手はあるが、絵の商品がないことから古典桜の絵のレター
セットと色紙を商品化しました。販売金の一部を白鷹町古典桜の里推進協
議会に寄付します。商品の効果で、リピーターが増え古典桜の保存や整備
活動に展開されることを願っています。レターセット 600 円、色紙１枚
500 円で、セイノヤ、道の駅白鷹ヤナ公園、どりいむ農園で販売。

ぜひ風呂敷の商品化を
してほしい。白鷹町を
歩く人がみんな桜の風
呂敷を持っていたら楽
しい。

和菓子
ぬまざわ 白鷹の物を使用し、かつ添加物なしの新商品づくりにこ

だわり、地元の熟成したたまりを使った羊
よ う か ん

羹を開発しま
した。商品名は「たまり」、1本 700 円。地元の秘伝豆
を使用した羊羹の試作も行っています。

たまりは非常に希少で
付加価値が高い。

えびな菓子舗 白鷹の物を原料にした菓子をつくりたいと考えていました。店で一番強い
商品を磨くこととのアドバイスに「和くるみ」と「紅花」のゆべしの商品
を開発しました。水あめは九州の麦芽水あめ、みそは自家製、豆は地元の
豆に替えました。商品名は実家の屋号を冠し「庄六ゆべし」。地元の卵を
使ったカステラも商品化し、どちらも安心な原料で健康志向商品となりま
した。庄六ゆべし、カステラとも 600 円で販売。

庄六ゆべしはほぼ完成
品。今後、調査しなが
ら磨き上げをしていっ
てほしい。

のどか村 客数の割に売上げが低いという指摘で、定食価格を大まかにしオプション
料理を設定する方法、地元の食材を活かすこと、写真メニューで価格・品
名がわかるようにすることなどを指導いただきました。小豆、栗、カシス
など地産材料を使った季節のデザートや無添加の醤油、料理酒を使用した
料理の試作中です。

カシスはヨーロッパで
は主に飲料だが、日本
ではジャムや寒天に利
用するのが良い。深山
の雰囲気をこわさない
ように。

でこちゃんの店 新商品開発や、良質で安全な材料での生産と販路拡大などを検討していた
ことから、個別相談を受けました。丸大豆、小麦、塩だけの醤油や、２年
かけて発酵させたアルコール無使用のりんご酢などの無添加副材料を紹介
していただき、ダシをとるなど試行錯誤して青菜を漬けました。うまみ調
味料に慣れている消費者がどう評価してくれるかとても不安ですが、これ
からも自分が栽培した農産物と無添加副材料で製造して行きます。青菜漬
けは４月の釜の越・薬師桜まつりの売店で１袋 300 円で販売。

消費者志向もあり、非
常に苦労しながら商品
づくりを行っている。
これからも研究を重ね
てほしい。

小林農園 自家植栽・栽培しているブルーベリーやトマト、にんじん、柿などで 7月
からジャムをつくり始めました。原料の量が限定され
ることから販売数量も確保できない状況で、商売とし
てはまだまだですが、これからも増粘剤を使用しない
ジャムづくりを進めていきます。アドバイスいただい
た干し柿の活用も検討したいです。

柿はジャムとして販売
しているが、干し柿の
加工品を検討してほし
い。

佐藤花店
花専科 縒

よ

り菊は生花のない冬季の仏花としてつくられていたもの。当店では曽祖
父の代に始めました。このたび、祖父・父と受け継がれているこの技術を
生かしたいと個別相談を受け、ケースをつけた商品に仕上げました。時間
のかかるものなので大量生産はできませんが、技術継承の観点からも精進
していきます。ケースつきで 3,990 円。要予約。

大量生産ができない、
ヒット商品でもないが、
着実に技術を残すこと
で希少価値が生まれる。

あべ工房 「無添加しらたか味噌あげ」は白鷹産の素材を 100%使用。商品の再確認
をしたいと個別相談を受けました。子どものころ母につくってもらった味
と製法を再現しており、みそは町産大豆使用の自家製、油は添加物のない
油に替えたほか、ラベルの一新を行いました。手間がかかるので大量生産
は出来ませんが、この味を伝えていきます。愛菜館、どりいむ農園、道の
駅白鷹ヤナ公園で販売。1パック 380 円。

生産も販売も順調であ
り、引き続き、質を下
げずにがんばってほし
い。

ひさご
当日は出席できません
でしたが、コメントを
いただきました。

３月 21 日の新店舗開店に向けて、醤油など副材料の検討をしていたこと
から個別相談を受けました。無添加の醤油などのほか主材料についても良
いアドバイスをいただきました。白鷹町の全飲食店がこのような取り組み
をすれば町外からの食事の客が増加することでしょう。

　

こ
の
ほ
か
、
白
鷹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
修
を

き
っ
か
け
に
新
製
品
づ
く
り
を
行
っ
た
川
前
製

作
所
さ
ん
か
ら
、
省
ス
ペ
ー
ス
型
電
光
掲
示
板

と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
表
示
板
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
荒
砥
駅
か
ら
の
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス

の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
「
荒
砥
駅
資
料
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
」
の
新
野
久

子
さ
ん
か
ら
マ
ッ
プ
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら

は
「
厳
し
い
経
済
不
況
で

は
あ
る
が
、
地
産
地
消
や

無
添
加
な
ど
の
付
加
価
値

で
交
流
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
」「
継
続
が
大
事
」「
こ
れ

ら
の
商
品
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
か
が

課
題
だ
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

落
合
先
生
か
ら
は
「
現
在
の
不
況
が
食
品
関

係
に
影
響
し
て
く
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
原

材
料
に
こ
だ
わ
る
こ
と
、
技
を
磨
く
こ
と
で
乗

り
切
る
し
か
な
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ま
目
線
の
店
づ
く
り
や
無
添
加
の
副

材
料
の
使
用
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
商
店
、
加
工
製

造
に
携
わ
る
か
た
が
た
が
行
う
こ
と
で
、
白
鷹

町
の
商
品
は
安
全
・
安
心
、
お
い
し
い
、
高
品

質
と
い
う
評
判
が
伝
え
ら
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。

も
う
す
ぐ
古
典
桜
が
咲
き
始
め
ま
す
。
地
域
の

心
が
伝
わ
り
、
四
季
折
々
に
訪
れ
る
人
が
増
え

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
観
光
交
流
係

（
☎
85

－

６
１
２
６
）
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町
の
中
心
部
・
荒
砥
か
ら
北
に

約
８
㎞
、
朝
日
町
の
境
に
位
置
し

て
い
る
大
瀬
地
区
。
か
つ
て
藩
政

時
代
に
は
軍
事
・
経
済
・
交
流
な

ど
、
米
沢
藩
に
と
っ
て
要
所
で
あ

っ
た
当
地
区
も
、
現
在
は
世
帯
数

18
戸
、
人
口
は
54
人
、
高
齢
化
率

は
50
％
（
平
成
20
年
４
月
１
日
現

在
の
数
値
）
の
集
落
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
、
山
形
県
の

「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
」
の
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
し
た
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
瀬
が
位

置
す
る
五
百
川
峡
谷
に
は
、
か
つ

て
の
舟
運
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な

文
化
遺
産
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
多

く
の
か
た
が
た
の
注
目
が
集
ま
ろ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
に
あ
っ
て
、

今
年
度
大
瀬
地
区
で
は
、
地
区
の

現
状
や
多
く
の
歴
史
や
文
化
、
資

源
な
ど
を
あ
ら
た
め
て
み
ん
な
で

確
認
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
大

瀬
を
み
ん
な
で
考
え
、
よ
り
良
い

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
「
大
瀬
の
未
来
展
望
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
、
大
瀬
地
区
で
は

こ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た

－

大
瀬
の
未
来
展
望
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括

－

今
年
度
、
地
区
民
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
、

よ
り
魅
力
的
な
大
瀬
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
今
回
は
、
１
年
間
取
り
組
ん
で
き
た

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１

�
大
瀬
に
移
動
販
売
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
�

【
実
施
日
／
５
月
７
日
（
水
）】

　

以
前
は
各
地
区
で
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
移
動
販
売
。
流
行
歌
な

ど
を
流
し
な
が
ら
販
売
車
が
自
宅

の
近
く
ま
で
来
て
、
必
要
な
買
物

な
ど
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
家
用
車
の
普

及
な
ど
も
手
伝
い
、
ま
た
商
店
側

の
都
合
な
ど
か
ら
移
動
販
売
が
中

止
さ
れ
て
き
た
地
区
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
大
瀬
地
区
も
そ
の
一

つ
。
移
動
販
売
が
な
く
な
っ
て
か

ら
、
か
れ
こ
れ
10
数
年
が
経
過
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

瀬
地
区
と
、
現
在
も
移
動
販
売
を

続
け
て
い
る
中
山
地
区
の
商
店
を

結
び
つ
け
る
も
の
で
、
大
瀬
地
区

の
か
た
が
た
と
商
店
の
話
し
合
い

で
、
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
の
２

回
、
移
動
販
売
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

�
大
瀬
の
魅
力
・
確
認
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
�

【
実
施
日
／
７
月
６
日
（
日
）】

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は「『
お

お
せ
物
語
』製
作
！
〜
大
瀬
の
活

き
生
き
を
語
ろ
う
〜
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
大
瀬
の
「
お
宝
」
や
魅

力
再
発
見
の
集
落
内
探
検
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
話
し
合
い
）
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

地
区
内
外
か
ら
46
人
が
参
加
し

行
わ
れ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
山
形
県
農
村
計
画
課
の
協
力

を
受
け
な
が
ら
「
大
瀬
お
宝
マ
ッ

　

な
お
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

町
の
「
白
鷹
町
地
域
の
未
来
展
望

事
業
」、山
形
県
の
「
平
成
20
年
度

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
派
遣
事
業
」

そ
し
て
、
美
し
い
山
形
・
最
上
川

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
地
域
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
の
事
業

を
活
用
し
、
行
政
機
関
や
関
係
機

関
と
協
働
し
な
が
ら
、
１
年
間
を

通
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

県
内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
と

し
て
知
ら
れ
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
に
も
加
盟
す
る
山

形
県
大
蔵
村
。
平
成
11
年
に
「
日

本
の
棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
、
棚

田
保
全
を
中
心
に
地
域
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
「
四
ヶ
村
」
と
、
東
北
芸
術
工

科
大
学
と
の
連
携
な
ど
歴
史
あ
る

湯
治
場
の
中
で
新
し
い
発
想
で
新

た
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る

「
肘
折
温
泉
」
を
研
修
地
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

四
ヶ
村
で
は
「
先
人
の
築
き
上

げ
て
き
た
貴
重
な
棚
田
を
子
ど
も

た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か
を
考

え
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
む
」
と
い
う
姿
勢
を
学

び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
肘
折
で
は
「
新
し
い
も

の
と
古
い
も
の
を
う
ま
く
連
携
さ

せ
な
が
ら
地
域
を
も
っ
と
よ
り
良

く
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
取
り
組

み
を
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
み
ん
な
で
参
加
す
る

こ
と
で
、
大
き
な
勇
気
と
力
を
も

ら
っ
て
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３

�
大
瀬
も
先
進
地
に
学
べ
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
�

【
実
施
日
／
９
月
22
日
（
月
）
〜
23
日
（
火
）】

プ
」
の
作
成
を
行
い
、
大
瀬
の
魅

力
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

大
瀬
�
自
慢
�
風
景

参
加
者
の
投
票
で
選
ば
れ
た
自
慢

の
風
景
で
す
。

ひとり一人の助け合い・ふれあい・睦み合い

未来にほこる「大瀬の郷」へ

（大瀬物語キャッチフレーズ）

平田集落 大平橋 最上川

プロジェクト
大瀬の未来展望

▼肘折での勉強会
▲四ヶ村棚田
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大瀬地区民のかたの感想より（一部抜粋）

　大瀬の歴史を学ぶ勉強会を皮切りに、町当局

の全面的な支援のもと、加えて郷土の歴史研究

家をはじめとする多数のかたがたのお話などを

通して、大瀬ならではの文化的遺産やお宝など

を再発見、再確認することができました。

　盛夏７月のプロジェクトでは、県農村計画課

の高橋信博さんのユニークな仕掛けとすばらし

い進行により、楽しい勉強会となりました。

　12月のプロジェクトでは、

前日からの降雪で30センチ

ほどの積雪があったにもか

かわらず、国土交通省仙台

事務所の職員をはじめ、多

くのかたがたの応援をいた

だき、ふれあい広場に桜の

記念植樹をしました。当日

は下山の奥山龍雄さんから

珍しいキビ餅の提供もあり、杵つきの餅を納豆、

きな粉でおいしくいただきました。

　２月１日のまとめの会では、わたしたちの提

案が色彩豊かで大きな紙面一杯の「大瀬物語・

ごくらく構想図」となり、今後の大瀬の取り組

みについての期待を感じることができました。

　昨年暮れに植えた桜は、春には初咲きとなり、

また夏には最上川から吹き上げる風に青葉がそ

よぎ、わたしたちの心と身をいやしてくれるこ

とでしょう。

「温故知新」と

いう言葉があり

ますが、こうし

た取り組みこそ

次の世代を輝か

せていくものだ

と思います。

大瀬・五十公野春己さん

～大瀬の取り組みの発表会が行われます～

おらだの元気な古
む ら

里づくり

「おおせ博覧会」

　大瀬の未来展望プロジェクトの活動成果発表会と
して、美しい山形・最上川フォーラムが主催となっ
て開催する博覧会です。

　い　つ　３月21日（土）午後１時30分～
　　　　　　　　　　　　　（開場：午前11時）
　どこで　パワーセンター

　主催　美しい山形・最上川フォーラム
　主管　最上川フォーラム・置賜地域部会
　共催　白鷹町
　後援　山形県

【日程・内容】
（１）開会行事　　　　　　　　　    （13：30 ～）
（２）THE   MOVIE「おおせ物語」上映
　　　　　　　　　　　　　（13：35 ～ 14：00）
　　大瀬の１年間の取り組みをビデオにまとめた　

　　作品です。

（３）記念講演　　　　　　（14：05 ～ 15：30）
　○演題「慶長出羽合戦・大瀬から兼続のとった戦
　　略とは…」
　○講師　米澤直江会　会長　小山田信一さん
　　「天地人」で今話題の人物・直江兼続と郡境の

　　大瀬について、米澤直江会会長の小山田信一さ

　　んが熱く語ります。必聴の価値あり !!

（４）しらたか美
ごっつぉ

食売店　　（11：00 ～ 16：00）
　　中山の「まぁ・どんな会」と山際の「十二の桜

　　会」による売店。しらたかの美食＝「ごっつぉ」

　　をぜひご賞味ください。

　◆特別パネル展

　「大瀬の昔ぎゃらりい」
　　展示期間：３月18日（水）～24日（火）

　　昨年12月７日から11日まで、大瀬公民館で　　
　　開催された「大瀬の昔ぎゃらりい」をパワ　　
　　ーセンターにおいて再び開催することにな　　
　　りました。あなたも「昭和」にタイムスリ　　
　　ップしてみませんか。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
５

�
大
瀬
を
桜
の
新
名
所
に
し
よ
う
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
�

【
実
施
日
／
12
月
７
日
（
日
）】

　

今
年
度
の
取
り
組
み
を
記
念
す

る
意
味
も
含
め
て
実
施
し
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
美
し
い
山

形
・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
企

画
運
営
や
資
金
な
ど
の
面
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
受
け
、
大
瀬
ふ
れ
あ

い
広
場
へ
の
桜
の
植
樹
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
降
り
出
し
た
雪
が
、

当
日
の
朝
に
は
30
セ
ン
チ
ほ
ど
の

積
雪
と
な
る
あ
い
に
く
の
植
樹
会

と
な
り
ま
し
た
が
、
美
し
い
山
形

・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
柴
田
会

長
、
町
か
ら
は
佐
藤
町
長
、
さ
ら

に
国
土
交
通
省
か
ら
も
担
当
課
長

が
仙
台
よ
り
植
樹
会
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
き
、
総
勢
40
人
が
参
加

す
る
記
念
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
瀬
公
民
館
で
は
「
大

瀬
の
昔
ぎ
ゃ
ら
り
い
（
※
）」も
開

催
。
大
瀬
の
古
い
写
真
を
パ
ネ
ル

に
し
て
展
示
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

は
地
区
内
外
か
ら
多
く
の
か
た
が

た
が
訪
れ
ま
し
た
。

※
「
大
瀬
の
昔
ぎ
ゃ
ら
り
い
」
は
、

　

３
月
18
日（
水
）か
ら
24
日（
火
）

　

ま
で
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
復
活

　

し
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４

�
大
瀬
が
健
康
で
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
�

【
実
施
日
／
10
月
12
日
（
日
）】

　

町
誕
生
記
念
の
駅
伝
競
走
大
会

が
行
わ
れ
た
こ
の
日
。
大
瀬
地
区

で
は
２
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

大
瀬
の
未
来
に
つ
い
て
提
案
を
出

し
合
い
、
そ
の
た
め
に
は
何
が
大

切
か
「
だ
れ
が
」「
い
つ
」
や
っ
た

ら
う
ま
く
い
く
の
か
を
整
理
し
ま

し
た
。
整
理
し
た
内
容
は
、
み
ん

な
で
合
言
葉
を
つ
く
り
、
班
ご
と

に
発
表
し
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う

な
こ
と
を
み
ん
な
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

�
大
瀬
�
資
源
�
�
�
豊
�
�
自

�

然
�
歴
史
文
化
�
継
承

�
豊
�
�
地
域
資
源
�
経
済
的
�

�

面
�
活
用

�
大
瀬
�
暮
�
�
人
�
�
�
�
�

�

�
協
力
�
�
�
�
�
生
活

�
�
�
�
�
�
�
�
�
生
�
�
�

�

�
�
�
�
�
地
域
内
外
�
�
交
流

　

ま
た
、
芋
煮
会
の
昼
食
を
は
さ

み
午
後
か
ら
は
、
町
の
保
健
師
の

健
康
講
話
も
行
い
ま
し
た
。

大
瀬
�
昔
�
�
�
�
�

一
部
を
お
見
せ
し
ま
す
。

む
す
び
に

　

平
成
20
年
度
、
町
も
地
域
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

回
を
追
う
ご
と
に
地
域
の
皆
さ
ん

の
表
情
も
「
に
こ
や
か
さ
」
が
増

し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
大
瀬
の
取
り
組
み
は
今

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
町
で
は
、

引
き
続
き
21
年
度
も
大
瀬
の
取
り

組
み
を
応
援
し
て
い
く
予
定
で
す
。

梁合併記念 旧国道の様子

ミナミの旧宅

プロジェクト
大瀬の未来展望
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町
の
公
共
交
通
体
系
の
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

広
報
し
ら
た
か
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
４

月
よ
り
町
の
公
共
交
通
体
系
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
今
回
は
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
住
民
混
乗
）
の
運
行

計
画
、
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
��
住
民
混
乗
��

 

�
�
�

　

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
は
皆
さ
ん

ご
存
知
の
と
お
り
、
児
童
・
生
徒

が
登
下
校
の
と
き
に
利
用
す
る
専

用
バ
ス
で
す
。

　

今
回
新
た
に
運
行
す
る
「
荒
砥

・
大
瀬
線
」「
荒
砥
・
中
山
線
」
は
、

「
住
民
混
乗
」
と
い
う
形
で
、
児

童
・
生
徒
だ
け
で
な
く
、
一
般
住

民
の
か
た
も
利
用
で
き
る
も
の
で

す
。

　

一
般
利
用
の
か
た
は
、
利
用
料

金
（
一
律
２
０
０
円
）
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
か
た
は
手
帳
を

提
示
い
た
だ
く
と
１
０
０
円
で
利

用
で
き
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
町
営
バ
ス

「
荒
砥
・
大
瀬
線
」、山
交
バ
ス

「
荒
砥
・
中
山
線
」
は
廃
止
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
路
線
と
、

運
行
時
間
・
経
路
と
も
若
干
異
な

り
ま
す
の
で
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
運
行
計
画
・
利
用
方
法

は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

　

通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
は
異
な
り
、

ほ
か
の
人
と
の
乗
り
合
い
に
よ
り

目
的
地
ま
で
送
迎
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
利
用
さ
れ
る
か
た
は
事
前

登
録
が
必
要
で
、
利
用
す
る
前
の

日
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
予
約
し

て
い
た
だ
い
た
人
を
順
番
に
迎
え

に
行
き
、
低
料
金
（
一
律
５
０
０

円
）
で
目
的
地
ま
で
送
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
全
域
に
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
川
西
エ
リ
ア
の
か

た
は
蚕
桑
・
鮎
貝
・
荒
砥
（
貝
生

除
く
）・
十
王
地
区
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
も
、
川
東
エ
リ
ア
の
か
た
は
、

荒
砥
・
十
王
・
鷹
山
・
東
根
・
鮎

貝
（
大
字
鮎
貝
に
限
る
）
地
区
で

あ
れ
ば
ど
こ
で
も
乗
り
降
り
自
由

に
な
り
ま
す
。

　デマンドタクシー町内全域に導入します
　４月から川東エリアも運行開始となり、町内全域でデマンドタクシーが利用できます。

（１）運行計画

（２）利用方法（利用するには、まず登録が必要です。）
　①登録　…利用するかたは事前登録が必要になります。今回配布しました「利用登録申込書」に必要事項
　　　　　　をご記入のうえ、町総務政策課政策企画係にお申し込みください。
　　　　　　（郵送、ファックスまたは持参など）
　　　　　　☆すでに登録されているかたは申し込みの必要はありません。
　②予約　…利用する場合は、前日まで予約が必要になります。予約センターに電話し予約してください。
　　　　　　☆予約方法は、下記（予約の流れ（例））をご覧ください。
　③料金　…エリア内ならどこまで乗っても１回の利用は５００円です。

川西エリア 川東エリア
運行エリア 蚕桑・鮎貝・荒砥（貝生地区除く）・

十王地区
荒砥・十王・鷹山・東根・鮎貝（大
字鮎貝に限る）地区

発車時刻 午前 8時、9時、10 時、11 時、午後 1時、2時、3時
到着時刻 同じ便の予約状況によって、待ち時間が変わります。

時間には余裕を持ってご利用ください。
運 行 日 月曜から金曜の週５日　※土日、祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）は休み
料 金 １回　５００円

予約の流れ（例:自宅から病院まで行く場合）

利用者

予約センター

電話番号８５－○
○○○の白鷹花子
です。デマンドタ
クシーの予約をお
願いします。

白鷹花子さんです
ね。いつの便を予
約しますか。

明日の８時の便を
お願いします。

明日の８時の便で
すね。どこからど
こまで乗りますか。

自宅から病院まで
です。

自宅から病院まで
ですね。帰りの便
はどうしますか。

帰りもお願いしま
す。病院から自宅
まで11時の便で。

かしこまりました。
（予約内容の確認）
それでは自宅でお
待ちください。

【利用者の確認】 【利用日などの確認】 【目的地の確認】 【帰りの便の確認】

白鷹町デマンドタクシー予約センター

☎８５－０３６５
受付時間　平日午前９時～午後５時（※土日祝日休み）

“ドア・ツー・ドア”
※
で

快適生活！

※ドア・ツー・ドア：ご自宅（出発地）の戸口から目的地の戸口まで送迎すること。
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荒砥駅

荒砥高校前

病院前

東中学校口

荒砥車庫前

荒砥小学校口

スピカ前横町
上町

薬師堂前

菖蒲

黒滝神社前

蒔沢橋

問屋前

白鷹温泉口

佐野原

千作

堺松

大瀬

中山スキー場口

白鷹山登山口

中山学校口

八景坂

中山口

一本松

田形

萩野 鷹山公民館前

山道

小手沢

細野口

滝野

曲漆

上折居塔の前

中十王

荒砥・大瀬線

荒砥・中山線

荒砥・中山線バス停

荒砥・大瀬線バス停

２路線共通のバス停

■スクールバス路線図

住民の皆さまにとってより良い公共交通体

系となるよう、利用して気づいたことなど

ありましたら、お気軽にご連絡ください。

■事前登録・問い合わせ
　総務政策課　政策企画係
　☎85－6123 ／ FAX85－2128
　e-mail:soumuseisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

◇荒砥・中山線
運行開始日 平成２１年４月１日（水）
運行経路

（主な停留所）
荒砥駅～病院前～東中～荒砥小～滝野～萩野～中山スキー場口
そのほか、13 ページの図をご参照ください。

運 行 日
月曜から金曜の週５日（土・日・祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）は運休）
※ただし、11 月から３月末までは土曜日も運行

運行時刻 下記をご参照ください。
便 　 数 ３便（朝１、夕方２）

利用料金
（乗車１回につき）

○一　般　200 円
○小学生（登下校以外で利用する場合）・障がい者　100 円
○未就学児　無料

（２）利用方法
　　最寄のバス停からご乗車いただき、降車する際に運転手に料金をお支払いください。
　　※障がいのあるかたは、障害者手帳を提示いただくと半額で利用できます。
　　※スクールバスとして利用する児童・生徒は無料です。

（３）運行時刻（主なバス停の通過時刻）

上り 7:35 7:38 7:51 7:52 7:58 8:01 8:04
荒砥・
大瀬線 大　瀬 佐野原 スピカ前

荒砥小

学校口

東中学

校口
病院前 荒砥駅

下り 18:04 18:01 17:49 17:47 17:41 17:39 17:35

上り 7:20 7:29 7:38 7:42 7:48 7:50 7:54
荒砥・
中山線

中山スキー

場口
萩野 中十王

荒砥小

学校口

東中学

校口
病院前 荒砥駅

下り
18:04 17:55 17:46 17:42 17:36 17:34 17:30
19:04 18:55 18:46 18:42 18:36 18:34 18:30

　スクールバス（住民混乗）運行開始
　町営バス「荒砥・大瀬線」及び山交バス「荒砥・中山線」が３月末で廃止になりますが、児童・生徒、一
　般住民のかたがたの足を確保するため、住民混乗型のスクールバスを導入し運行します。

（１）運行計画
◇荒砥・大瀬線
運行開始日 平成２１年４月１日（水）
運行経路

（主な停留所）
荒砥駅～病院前～東中～荒砥小～菖蒲～下山～佐野原～大瀬
そのほか、13 ページの図をご参照ください。

運 行 日
月曜から金曜の週５日（土・日・祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）は運休）
※ただし、11 月から３月末までは土曜日も運行

運行時刻 下記をご参照ください。
便　　数 ２便（朝１、夕方１）

利用料金

（乗車１回につき）

○一　般　200 円
○小学生（登下校以外で利用する場合）・障がい者　100 円
○未就学児　無料
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●
中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

①
菅
原
大
貴
（
鶴
岡
市
）

　

②
菅
原
光
貴
（
鶴
岡
市
）

　

③
遠
藤　

航
（
南
陽
市
）

●
中
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

①
遠
藤
詩
歩
（
南
陽
市
）

　

②
高
橋
夏
希
（
東
中
）

●
小
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

①
遠
藤
詩
歩
（
南
陽
市
）

　

②
平
吹
英
愛
（
荒
砥
小
）

　

③
熊
坂
智
佳
（
荒
砥
小
）

●
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

①
山
口
良
浩
（
荒
砥
）

　

②
武
田
賢
生
（
天
童
市
）

　

③
小
川
五
郎
（
鷹
山
）

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

①
佐
藤
一
浩
（
蚕
桑
）

　
　

中
川
春
彦
（
蚕
桑
）

　

②
須
貝
建
蔵
（
川
西
町
）

　
　

衣
袋
正
彦
（
東
根
）

　

③
加
藤
秀
人
（
荒
砥
）

　
　

山
口
良
浩
（
荒
砥
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

①
齋
藤
美
沙
（
荒
砥
高
）

　
　

中
川　

彩
（
荒
砥
高
）

　

②
柴
田
美
恵
子
（
十
王
）

　
　

横
山
清
子
（
荒
砥
）

　

③
布
施　

恵
（
荒
砥
高
）

　
　

衣
袋　

綾
（
荒
砥
高
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　

①
木
村
大
介
（
荒
砥
高
職
）

　
　

齋
藤
美
沙
（
荒
砥
高
）

　

②
中
尾　

進
（
長
井
市
）

　
　

柴
田
美
恵
子
（
十
王
）

　

③
菅
原
大
貴
（
鶴
岡
市
）

　
　

遠
藤
詩
歩
（
南
陽
市
）

●
親
子
ダ
ブ
ル
ス

　

①
菅
原
捷
治
・
光
貴
（
荒
砥
）

　

②
遠
藤
啓
之
・
詩
歩（
南
陽
市
）

第
21
期
十
王
囲
碁
名
人
戦
結
果

２
／
11
・
十
王
地
区
公
民
館

※
○
内
の
数
字
は
順
位

　

①
五
十
峯
隆
・
五
段
（
十
王
）

　

②
本
田
正
義
・
五
段
（
南
陽
市
）

　

③
神
尾
昭
臣
・
三
段
（
長
井
市
）

　

④
村
上
辰
雄
・
三
段
（
浅
立
）

　

⑤
竹
田
嘉
正
・
四
段
（
荒
砥
乙
）

　

⑥
二
宮
幸
雄
・
四
段
（
南
陽
市
）

第
20
回
白
鷹
町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会
結
果

３
／
１
・
荒
砥
小
学
校
体
育
館

※
○
内
の
数
字
は
順
位

　

①
あ
ら
と

　

②
Ｔ
・
Ｓ
・
Ｃ
ジ
ョ
イ
マ
ン

　

③
東
根
フ
レ
ン
ズ
桃

　

③
東
根
フ
レ
ン
ズ
桜

　
第
29
回
白
鷹
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
結
果

３
／
１
・
東
中
学
校
体
育
館

※
○
内
の
数
字
は
順
位

●
一
般
男
子

　

①
蚕
桑
チ
ー
ム

　

②
鮎
貝
チ
ー
ム

●
ス
ポ
少
男
子

　

①
白
鷹
東
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少

　

②
白
鷹
西
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少

●
ス
ポ
少
女
子

　

①
白
鷹
東
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少

　

②
白
鷹
西
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少

白
鷹
町
資
源
循
環
型
農
業
推
進

協
議
会
が
エ
コ
エ
リ
ア
や
ま
が

た
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

　

２
月
18
日
、
山
形
市
で
開
催
さ

れ
た
平
成
20
年
度
エ
コ
エ
リ
ア
や

ま
が
た
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
白
鷹
町
資
源
循
環
型
農
業
推

進
協
議
会
（
会
長
：
白
鷹
町
長
）

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
山
形
県
の
全
県

エ
コ
エ
リ
ア
構
想
を
進
め
る
た
め

に
、
県
よ
り
助
成
を
受
け
な
が
ら
、

堆
肥
投
入
の
モ
デ
ル
ほ
場
の
設
置

と
利
活
用
の
推
進
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
育
成
、
エ
コ
エ
リ
ア
構
想

の
広
報
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
基
盤
活
動
が
、
地
場
産

食
材
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
「
元
気

弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最
優
秀
賞

と
な
っ
た
作
品
を
農
業
祭
で
販
売

す
る
な
ど
の
活
動
に
も
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
環
境
と
調
和
し
自

然
と
共
生
で
き
る
農
業
を
目
指
し

て
、
環
境
保
全
型
農
業
を
広
め
、

地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

エ
コ
エ
リ
ア
構
想
推
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

２
月
26
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
食
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
安
部

司
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
市
販
さ
れ
て

い
る
食
品
の
表
示
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
示
し
な
が
ら
、
実
際
に
香
料
や

調
味
料
な
ど
の
「
添
加
物
」
を
混

合
し
、
ス
ー
プ
や
飲
料
水
を
つ
く

り
実
演
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

安
部
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー
ク
に
と

き
ど
き
笑
い
な
が
ら
も
、
添
加
物

が
生
活
に
入
り
込
ん
で
い
る
現
状

を
目
の
当
た
り
に
し
、
非
常
に
驚

い
た
様
子
で
し
た
。

　

安
部
さ
ん
は
「
日
本
の
食
は
安

さ
や
便
利
さ
、
見
た
目
の
良
さ
が

優
先
さ
れ
、
安
全
安
心
は
二
の
次

に
な
っ
て
き
た
。
豊
か
な
食
は
添

加
物
の
お
か
げ
で
も
あ
る
。
添
加

物
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

知
っ
た
う
え
で
ど
ち
ら
を
取
る
の

か
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て

は
い
か
が
で
す
か
」
と
問
い
か
け

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
食
品
の
裏
側
の

入
り
口
。
ま
だ
ま
だ
奥
が
深
い
よ

う
で
す
が
、
ま
ず
は
家
庭
の
味
・

地
産
地
消
を
見
直
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
��

安
部
司
講
演
会

食
品
�
裏
側

�

食
�
本
当
�
豊
�
�
�
�
�

�

　２月11日、中央公民館で人形劇むすび座
による「地獄八景亡者戯」が開催されまし
た。町内からたくさんの親子連れが来場し
ました。表情豊かな人形の動きと声、そし
て和楽器の生の演奏などで、臨場感あふれ
る劇となりました。主人公のじんたろうが
地獄を旅する物語。劇を通して「友達を大
事にすること」「仲間の言うことを聞くこと」
「物を大切にする心」などのメッセージが
子どもたちに送られました。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�

人
形
劇
�
地
獄
八
景
亡
者
戯
�

　２月11日、蚕桑地区公民館で、高玉芝居
定期公演が開かれました。町内外からおよ
そ280人が来場し、長年守り継がれてきた
地芝居を楽しみました。昨年から本格的に
出演している小学生２人も刀を腰に差し、
堂々とした立ち回りを披露。来場者からは、
悪代官を憎む声や人気者・三太への掛け声
が上がり、出演者と一緒になって「一幕」
をつくりあげていました。これからも、伝
統の地芝居は地域とともに続いていきます。

�
�
�
年
以
上
続
�
地
芝
居
�
泣
�
笑
�

高
玉
芝
居
定
期
公
演

　３月１日、土里夢館で、白鷹そばまつり
が開かれました。そばの里づくり振興会が
主催し、今年で３回目です。町内の隠れそ
ば職人たちが、８面のそば打ち台をフル稼
働で、早朝から準備。今回は、同振興会で
最も生産量のある、白鷹山麓で育った「で
わかおり」が使われました。ゆでたてそば
を味わった皆さんは「のどごしがいい。毎
年来ているけど、今回も最高」と満足して
いた様子でした。

歯
�
�
�
��
�
�
�
�風
味
最
高
�

白
鷹
�
�
�
�
�

丸
川
晃
一
さ
ん（
横
田
尻
）が

交
通
栄
誉
賞
緑
十
字
金
章
を

受
章

　

丸
川
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
か
ら

48
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域

住
民
へ
の
交
通
安
全
指
導
に
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

長
井
地
区
交
通
安
全
協
会
副
会
長

や
蚕
桑
支
部
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
が

明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
重
点
と
し

た
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や
「
立
哨

指
導
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

児
童
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と

し
た
「
交
通
安
全
隊
」
の
結
成
に

携
わ
り
、
さ
ら
に
地
域
防
犯
連
絡

員
を
務
め
る
な
ど
幅
広
く
活
躍
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の

た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

    山形県木炭品評会で
    菊地寛さんが優秀賞を受賞
　２月12日、西置賜ふるさと森林組合で開催され
た第14回山形県木炭品評会において、菊地寛さん
（横田尻）が製作した「炭焼き小屋（創作部門）」
が、優秀賞となる置賜林業推進協議会長賞を受賞
しました。
　菊地さんは、陶芸や絵画、バードカービングな
ど多彩な趣味があり、木炭での創作もその一つで
す。中央公民館では毎年展示を行っています。
　この品評会は、山形県産木炭及び県産木炭を使
用した作品を表彰し、品質・生産技術の向上、新
製品開発を促進し、木炭産業の振興に寄与してい
くことを目的として開催されています。

第
31
回
白
鷹
町
民
卓
球
大
会
成
績

２
／
８
・
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
○
内
の
数
字
は
順
位

●
団
体
戦

　

①
荒
砥
Ａ

　

②
蚕
桑

　

③
荒
砥
Ｂ

　

③
荒
砥
高
Ａ

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

①
木
村
大
介
（
荒
砥
高
職
）

　

②
山
口　

顕
（
荒
砥
）

　

③
衣
袋
正
彦
（
東
根
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

①
齋
藤
美
沙
（
荒
砥
高
）

　

②
中
川　

彩
（
荒
砥
高
）

　

③
布
施　

恵
（
荒
砥
高
）
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　置賜と上山が連携し取り組んでいるやまがた花回廊キャンペーンは今
年で３年目を迎え、いよいよ最終年となります。キャンペーン期間の４
～６月はＪＲ東日本の支援をいただき、多くの商品が企画され首都圏や
近県からたくさんのお客さまがいらっしゃいます。
　近年、団体ツアーだけではなく、個人で車や歩きでの観光が多くなっ
ています。町民の皆さまには、身近なところから花を飾っていただいた
り、道を聞かれたときに丁寧に応対していただくなど、おもてなしの心
でお迎えいただければ幸いです。
　もうすぐ春です。わが町の古典桜をぜひ紹介ください。

もうすぐ、花咲く季節ですね。

■問い合わせ　産業振興課観光交流係（☎85－6126）
　　　　　　　白鷹町観光協会（☎86－0086）

春
�
古
典
桜
�
�
�
�
�
�

駅からハイキング

花ウォーク白鷹古典桜コース（全長約10㎞）

●開催日　４月25日（土）午前10時～午後４時
●コース　蚕桑駅集合～釜の越桜・薬師桜～十二
　　　　　の桜～奨学桜～子守堂の桜～鮎貝駅
●参加費　200円
●定　員　100人
●申込先　産業振興課観光交流係（☎85-6126）
●締め切り　４月17日(金)まで
●注意点
・昼食・飲料水・雨具・タオルなどは各自でご持
　参ください。
・イベント中は損害保険に加入していますが、応
　急手当以外の責任は負いません。

花ざかりのオプショナルプラン

しらたかの古典桜の里そぞろ歩きと隠れ蕎麦屋

●開催日　４月23日（木）～29日（水・祝）
　　　　　午前10時～午後２時30分
●コース　鮎貝駅～子守堂の桜～奨学桜～十二の
　　　　　桜～薬師桜～釜の越桜～蕎麦屋～殿入
　　　　　桜～八乙女種蒔き桜～荒砥駅
●料　金　3,300円　

花ざかりのオプショナルプラン

　最上川の景観と伝説を歩く

●開催日　５月１日(金)～６月30日(火)
　　　　　午前10時～午後３時50分
●コース　四季の郷駅～ひさご～荒砥鉄橋～丈六
　　　　　地蔵～荒砥城址・御楯稲荷神社～やま
　　　　　り～荒砥駅資料館～荒砥駅
●料　金　2,200円　

びゅうばす　置賜さくら回廊号

●開催日　４月18日（土）～30日（木）
●コース　久保桜～最上川堤防千本桜～草岡の　
　　　　大明神桜～白兎のしだれ桜～釜の越　　
　　　桜～薬師桜～十二の桜～烏帽子山千本桜
●料　金　おとな3,500円、子ども3,000円

びゅうばす　直江兼続ゆかりの地 探訪号

●開催日　４月１日（水）～６月30日（火）
●コース　伝国の杜「天地人博2009」～上杉神社～
　　　　　上杉城史苑～総宮神社～御楯稲荷神社
　　　　　～長谷堂城址～最上義光歴史館
●料　金　おとな4,500円、子ども3,500円

多彩な列車でやまがた花回廊を巡ろう

風っこ桜回廊号

木をふんだんに使った列車で、
晴天時は窓を外して運行します
●運行日
　４月18日（土）、19日（日）、25日（土）、26日（日）
　６月６日（土）、７日（日）、13日（土）、14日（日）
●運行区間　米沢～今泉～長井～荒砥
●指定席料金　おとな510円、こども250円
　　　　　　　（米沢～今泉のＪＲ線のみ）
　　　　　　　（フラワー長井線は全車自由席）

食を楽しむ花回廊

最上川大型地鮎と地鮎うるかの幻紅葉鮎御膳

●期　間　４月１日（水）～６月30日（火）
●場　所　あゆ茶屋
●料　金　3,000円
●その他　１日限定10人

■お近くのびゅうプラザにお申し込みください。
　（詳しくは、ＪＲ主要駅、びゅうプラザの専用
　パンフレットをご覧ください）

大　回　転
順位 氏名 所属 タイム

小学 3年以下男子
1 海老名春来 鷹山小 3年 29''88
2 板垣　翔斐 蚕桑小 3年 32''85
3 海老名　快 鷹山小 3年 33''27
4 山川　喜輝 鷹山小 3年 33''50
5 後藤　悠汰 荒砥小 3年 34''75
6 今野　稔真 鷹山小 3年 35''74

小学 3年以下女子
1 青木　菜々 荒砥小 3年 31''79
2 小林　果穂 蚕桑小 3年 36''04
3 村上　沙羅 東根小 3年 37''06
4 竹田　汐里 鷹山小 3年 38''26
5 伊藤　　菫 荒砥小 2年 38''50
6 海老名美来 鷹山小 1年 38''59

小学 4年男子
1 丸川　　瑠 鷹山小 44''63
2 佐藤　　陸 鮎貝小 47''61
3 海老名大陸 鮎貝小 50''95
4 橋本　理輝 荒砥小 52''37
5 梅津　秋平 東根小 54''17
6 大滝　達徳 蚕桑小 54''51

小学 4年女子
1 横山れのん 荒砥小 30''34
2 五十嵐千華 蚕桑小 33''60
3 岩崎　好香 荒砥小 35''77
4 長谷部　慧 蚕桑小 36''73
5 丸川恵理花 蚕桑小 37''60
6 海老名毬絵 鷹山小 38''78

小学 5年男子
1 小形　瞭真 東根小 27''52
2 長岡　拓海 鮎貝小 29''64
3 村上　魁人 東根小 30''63
4 菅原　宏大 荒砥小 30''74
5 沖田　智宥 蚕桑小 31''76
6 小関　忠寛 鷹山小 32''01

小学 5年女子
1 伊藤　陽 荒砥小 46''14
2 大貫　桃子 荒砥小 50''66
3 小松　朱璃 荒砥小 51''42
4 樋口　香菜 鮎貝小 51''45
5 大瀧　莉奈 鮎貝小 51''47
6 長谷部陽香 鮎貝小 51''76

小学６年男子
1 吉村　昂訓 蚕桑小 26''67
2 海老名　涼 鷹山小 29''04
3 黒澤　瞭介 荒砥小 29''29
4 田苗　遼平 蚕桑小 30''20
5 髙橋　祐人 蚕桑小 30''21
6 長谷部祥太 鮎貝小 30''65

小学６年女子
1 今野　奏鳴 蚕桑小 48''48
2 渡部真理子 鮎貝小 49''70
3 鈴木　茜子 蚕桑小 52''36
4 高橋菜々子 荒砥小 52''59
5 梅津　華穂 東根小 54''57
6 平吹　英愛 荒砥小 56''84

中学男子
1 児玉　聡太 西中 2年 27''41
2 寒河江大作 西中 1年 28''11
3 板垣　稜也 西中 1年 28''18

中学女子
1 山口　彩夏 西中 1年 30''40
2 新野　由佳 西中 1年 32''48

壮年男子
1 今野　善則 横田尻 24''95
2 大木　健一 中山 24''99
3 迎田　康二 鮎貝 25''53

成年男子
1 高橋　　浩 横田尻 24''94
2 小林　茂樹 横田尻 25''12
3 海老名　洋 滝野 25''56

一般女子
1 芳賀真智子 横田尻 30''18

回　　転
順位 氏名 所属 タイム

中学男子
1 寒河江大作 西中 1年 1'09''89
2 舩山寿希也 西中 1年 1'21''40

中学女子
1 山口　彩夏 西中 1年 1'23''77

壮年男子
1 今野　善則 横田尻 1'04''25
2 芳賀　繁男 荒砥乙 1'31''65

成年男子
1 小林　茂樹 横田尻 1'01''22
2 岡部　健史 山口 1'03''18
3 丸川　幸浩 萩野 1'07''97

クロスカントリー
順位 氏名 所属 タイム

小学 3年以下男子
1 海老名春来 鷹山小 3年 4'51
2 山川　喜輝 鷹山小 3年 6'09
2 海老名　快 鷹山小 3年 6'09
4 髙田真亜稀 鷹山小 2年 6'11
5 小形　滉貴 東根小 3年 6'42
6 松岡伽威亜 荒砥小 3年 6'52

小学 3年以下女子
1 竹田　汐里 鷹山小 3年 5'36
2 小林　果穂 蚕桑小 3年 5'40
3 村上　沙羅 東根小 3年 6'08
4 小林咲里奈 鷹山小 3年 6'15
5 佐藤　美空 鷹山小 3年 6'37
6 新野　菜見 鮎貝小 3年 6'40

小学 4年男子
1 丸川　　瑠 鷹山小 4'44
2 吉田　桐麻 鷹山小 5'09
3 押切　剛大 荒砥小 5'23
4 西村　一輝 荒砥小 5'37
5 新野　右京 蚕桑小 5'49
6 齋藤　祐介 荒砥小 5'57

小学 4年女子
1 横山れのん 荒砥小 5'04
2 海老名毬絵 鷹山小 5'45
3 大嶋恵利歌 蚕桑小 6'27
4 五十嵐千華 蚕桑小 7'21
5 岩崎　好香 荒砥小 9'49

小学 5年男子
1 村上　魁人 東根小 6'56
2 佐藤　大志 鷹山小 7'09
2 竹田　裕道 鷹山小 7'09
4 小林　聖哉 鷹山小 7'12
5 竹田　　快 鷹山小 7'18
6 渋谷　　純 蚕桑小 7'21

小学 5年女子
1 竹田　香澄 鷹山小 7'48
2 安達　愛羅 鷹山小 8'00
3 長谷部陽香 鮎貝小 8'26
3 齋藤　　恵 鷹山小 8'26
5 荒木　麗奈 鮎貝小 10'50
6 衣袋　真希 東根小 11'43

小学 6年男子
1 丸川　　丞 鷹山小 5'50
2 吉村　昂訓 蚕桑小 5'57
3 長谷部祥太 鮎貝小 6'56
4 海老名　涼 鷹山小 7'06
5 田苗　遼平 蚕桑小 7'11
6 横山　祐稀 鷹山小 7'37

小学 6年女子
1 伊藤　茅春 蚕桑小 7'25
2 大滝　磨奈 鷹山小 7'56
3 渡部真理子 鮎貝小 8'24
4 横山有理紗 鷹山小 8'25
5 川部　涼香 鷹山小 8'50
6 今野　奏鳴 蚕桑小 9'16

中学男子
1 小関　圭樹 東中 2年 9'15

第37回白鷹町民・白鷹町小中学校スキー大会の結果 ２月15日／白鷹町営スキー場

※単位　1'23"45 ＝ 1 分 23 秒 45



　　

平成 15 年 平成 22 年（目標値） 平成 20 年

子ども お年寄り 子ども お年寄り 子ども お年寄り

心が元気 93.9％ 72.5％ 100.0％ 80.0％ 88.6％ 72.8％

体が元気 96.3％ 68.8％ 100.0％ 80.0％ 96.6％ 71.7％

※子ども（小学５年生）の合計

※お年寄り（70 ～ 80 歳代）の合計

※元気の割合（％）→　①とても元気②ちょっと元気③元気　の合計
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２歳のＮちゃんが歯磨きをしている

ときのこと

保育士「ハイ、歯磨き上手だったね。
　　　バイキンさんもどこかに行っ

　　　ちゃったよ。」

Ｎちゃん「ウン。バイキンさーん、
　　　バイバイ。また来てね。」

保育士「ん？また来てね。またきた
　　　らこまるなぁ…。」

佳
作　

不
況
風
未
来
を
信
じ
勤
勉
に　
　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

不
景
気
が
未
来
の
形
模
様
替
え　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

飲
兵
衛
の
未
来
で
っ
か
い
夢
が
あ
る　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

農
業
の
未
来
案
じ
て
鍬く

わ

を
置
く　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

不
況
波
未
来
が
見
え
ぬ
奮
闘
記　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

こ
の
試
練
未
来
に
翔
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

〃　
　

喜
寿
過
ぎ
て
ま
だ
も
う
少
し
あ
る
未
来　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

解
雇
さ
れ
希
望
と
未
来
蹴
飛
ば
さ
れ　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

人
類
の
平
和
未
来
に
懸
け
る
夢　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

流
れ
行
く
雲
に
未
来
を
託
す
夢　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

汗
な
み
だ
未
来
の
光
り
掴つ

か

む
道　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

兼
続
の
未
来
見
た
眼
が
今
光
る　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

秀
逸　

老
い
の
身
の
未
来
図
鬼
に
笑
わ
れ
る　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

成
人
の
未
来
に
決
意
輝
い
て　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

塾
通
い
未
来
を
賭
け
て
踏
む
一
歩　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

世
に
勝
っ
て
未
来
を
拓
く
夢
を
持
つ　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

〃　
　

一
年
生
未
来
が
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

成
人
に
未
来
を
託
す
初
日
の
出　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

長
男
が
生
ま
れ
未
来
を
託
す
親　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

子
の
未
来
願
っ
て
生
き
る
父
母
祖
父
母　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

〃　
　

こ
の
子
等
に
き
れ
い
な
未
来
残
し
た
い　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

政
争
で
国
の
未
来
の
船
が
酔
う　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

五
客　

明
る
い
未
来
信
じ
て
米
を
研
い
で
い
る　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

不
景
気
を
飛
ば
す
明
る
い
未
来
地
図　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

未
来
よ
り
今
を
大
事
に
し
て
生
き
る　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
恵
美

〃　
　

不
況
に
も
負
け
ぬ
未
来
に
夢
が
あ
る　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

割
り
切
っ
て
未
来
も
笑
顔
で
暮
ら
し
た
い　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

人
位　

遠
い
日
の
未
来
語
っ
た
青
春
期　
　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

地
位　

余
生
尚
ま
だ
捨
て
き
れ
ぬ
未
来
抱
く　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

天
位　

青
春
の
夢
が
膨
ら
む
未
来
像　
　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

軸　

そ
の
先
を
読
め
ぬ
農
衣
は
泥
ま
み
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回　

「
転
ぶ
」
三
月
末
ま
で
。「
米
」
四
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　
　

未
来　
　
　

新
野　

三
拍
子　

選

またきてね

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

　

一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
違
っ
て

見
え
て
も
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
症
状
を
示

す
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
対
応
は
格
段
に
楽
に
な
る

は
ず
で
す
。

○
第
七
法
則

　

ぼ
け
症
状
の
了
解
可
能
性

　

に
関
す
る
法
則

�
�
�
�
行
動
�
起
�
�
�
�

想
像
�
�
�

　

認
知
症
の
症
状
は
、
一
般
常
識

的
に
は
奇
妙
で
異
常
な
も
の
に
映

り
ま
す
。
し
か
し
そ
う
し
た
行
動

も
「
知
的
機
能
が
低
下
し
、
自
分

が
今
ど
ん
な
場
所
に
い
る
か
わ
か

ら
な
く
な
っ
た
た
め
に
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
る
」
と
考
え
る
と
、
む

し
ろ
「
当
然
の
こ
と
」
と
し
て
思

え
る
は
ず
で
す
。
第
一
か
ら
第
六

ま
で
の
法
則
（
平
成
20
年
６
月
号

か
ら
連
載
）
に
加
え
て
、
時
間
や

場
所
の
見
当
が
つ
か
な
く
な
る
特

徴
（
見
当
識
障
害
）
を
考
慮
す
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
の
認
知
症
状
に
つ

い
て
、
な
ぜ
そ
の
行
動
が
お
こ
る

か
は
想
像
で
き
ま
す
。
家
族
や
周

囲
の
人
が
こ
の
点
を
理
解
し
、
認

知
症
の
お
年
寄
り
の
立
場
に
立
っ

て
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
夜
間
不
眠
や
そ
れ
に

伴
う
行
動
は
、
昼
間
寝
て
い
る
か

ら
夜
眠
れ
な
い
と
い
う
睡
眠
時
間

帯
の
問
題
よ
り
も
、
自
分
が
ど
う

し
て
こ
こ
に
寝
て
い
る
か
わ
か
ら

ず
、
恐
怖
と
不
安
に
か
ら
れ
て
眠

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
恐
怖
と
不
安
を
和
ら
げ
る
に

は
「
部
屋
や
廊
下
を
夜
通
し
明
る

く
し
て
目
を
覚
ま
し
た
時
の
不
安

感
を
な
く
す
」
よ
う
に
し
た
り
、

「
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
お
く
」「
あ
る

時
期
は
添
い
寝
を
す
る
」
な
ど
、

パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
前
に
、
先
手
必

勝
で
対
応
し
て
お
く
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

○
次
回
は
第
八
法
則　

衰
弱
の
進

　

行
に
関
す
る
法
則
を
お
伝
え
し

　

ま
す
。

子ども俳句
「おばけから

　　おみやげもらったきもだめし」

（平成20年度ＮＨＫ全国俳句大会ジ

ュニアの部　秀作）

夏のお楽しみ保育のメインイベント

は肝試し。がんばったご褒美はおば

けからもらいました。

あらと保育園

“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」

元気いっぱい子どもの健康づくり・すてきに年をかさねる高齢期の健康づくり

「心が元気！体が元気！のために」～平成20年度健康増進普及月間より～

「１に運動　２食事　しっかり禁煙　最後にクスリ～よい生活習慣は、気持ちがいい！～」

生活習慣病などは日常生活のあり方と深く関連があり、健康保持・増進のためには、運動や食生活、
禁煙などの個人の生活習慣改善が重要です。

健康のひろば

中間評価

子どもも
お年寄りも、
もう

ひとがんばり！

○おいしく食べて、いっぱい遊んで、感動して元気に育つ
○いくつになっても自分がやりたいことができる暮らし　を目指します。

このような元気な暮らしのためには、「心が元気！体が元気！」が大切です。

　町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、平
成20年９月22日から10月15日まで、町民の皆さんを対象に、元気ニコニコ21アン
ケート調査を実施しました。
〔元気ニコニコ21アンケート〕
問「今、心が、体が元気ですか。病気があるなしにかかわらずお答えください。」
答　①とても元気　②ちょっと元気　③元気　④あまり元気でない　
　　⑤元気でない　⑥すごく元気でない

生
活
習
慣
�
生
活
�
�
�

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
ら
、

「
健
康
で
生
き
生
き
と
豊
か
な
暮
ら
し
」
と
い
え
る
の
で
し

ょ
う
か
。
朝
、
元
気
な
声
で
「
お
は
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
で

き
る
こ
と
、
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
、
そ
し
て
「
い
っ
て

き
ま
す
」
と
元
気
に
学
校
や
職
場
な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
日
中
、
勉
強
や
仕
事
を
が
ん
ば
り
、
夜
は
自
然
に

眠
く
な
り
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
で
き
る
、
な
ど
な
ど
。

　

当
り
前
の
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
生
活
リ
ズ

ム
で
毎
日
、
生
活
で
き
て
い
れ
ば
、「
１
に
運
動　

２
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ
〜
よ
い
生
活
習
慣
は
、
気

持
ち
が
い
い
！
〜
」
に
な
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

み
ん
な
が
「
心
が
元
気
！
」「
体
が
元
気
」
が
実
感
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
生
活
リ
ズ
ム
で
心
と
体
を
健
康
に
！

生
活
リ
ズ
ム
に
は
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

寝
不
足
や
不
眠
が
続
く
と
こ
ん
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

�

�
免
疫
力
�
下
�
�
�
風
邪
�
感
染
症
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
高
血
圧
等
�
生
活
習
慣
病
�
�
�
�
�
高
�
�
�
�

�

�
意
欲
�
低
下
�
�
�
�
状
態
�
�
�
�

�

�
集
中
力
�
注
意
力
�
低
下
�
�
�
�
�

　

生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
、
良
質
な
睡
眠
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。
睡
眠
は
体
温
の
リ
ズ
ム
と
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
体
温
の
下
降
と
と
も
に
眠
り
、
上
昇
し
て
い
く

と
目
が
覚
め
ま
す
。
睡
眠
に
関
与
す
る
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
は
、
体
温
を
下
降
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、
体
が
夜

と
感
じ
る
時
期
に
増
加
す
る
の
で
、
夜
、
遅
く
ま
で
明
る
い

と
こ
ろ
に
い
る
と
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。
逆

に
朝
日
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
る
と
、
リ
ズ
ム
が
調
整
さ
れ
ま
す
。

朝
、
目
覚
め
た
ら
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
開
け
て
部
屋
を
明
る

く
し
ま
し
ょ
う
。
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国民年金に関するお問い合わせは

町民税務課戸籍年金係
（☎85－6129）まで

春です。

国民年金を通して考えて

みませんか、自分の将来

のこと。ネッキーでした！

　ねんきん特別便

年金記録の確認にご協力ください
　平成20年４月からすべての年金受給者に、６月からは加
入者のかたにお届けしています。「もれ」や「間違い」があ
る場合はもちろん、ない場合も、必ずご回答くださいます
ようお願いします。

緑色の封筒でお届けしています

　○年金受給者のかた＝平成20年４月から５月までの間
　○現役加入者のかた＝平成20年６月から10月までの間

年金記録のご確認をお願いします

　○年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確
　　認をお願いします。
　　※年金記録が変われば、正しい年金額をお受け取りい
　　　ただけることとなり、年金額が増える可能性が高い
　　　ので、十分にご確認ください。

☆３月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届

　いたかたは、年金記録にもれがある可能性が高い

　かたです。

○まず「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください。
○結びつく可能性のある記録についての具体的な情報を提
　供します。

ねんきん特別便専用ダイヤル
☎０５７０－０５８－５５５

月～金曜日　午前９時～午後８時
第２土曜日　午前９時～午後５時

平成21年１月中にねんきん特別便が届いたかたで、内容が
わからないなどの場合は、役場窓口にご相談ください。

●軽自動車の手続きはお済みですか？

　軽自動車税は、４月１日現在で所有してい
る軽自動車など（原動機付自転車、軽自動車、
小型特殊自動車及び二輪の小型自動車）に対
して、その所有者に課税されます。そのため、
平成21年３月末までに廃車・名義変更の手続
きをすると、平成21年度軽自動車税は課税さ
れません。今後使用する予定のない軽自動車
などの廃車・名義変更手続は３月中にお済ま
せください。

●軽自動車税の減免について　　

　身体などに障がいのあるかたの軽自動車税
の減免は毎年申請が必要です。今年度の申請
期間は、納付書発送後から５月25日（納期限
の７日前）までです。
　ただし、障がいの種類や等級により該当に
ならない場合もありますので、詳しくは町民
税務課町税係までお問い合わせください。

申請の際にお持ちいただくもの

　　①身体障害者手帳　②免許証
　　③軽自動車税の納付書　④印鑑

問い合わせ
町民税務課　町税係
☎85－6132

軽自動車の手続き

　所得税から住宅ローン控除額を
　引ききれなかったかたへ
　平成20年度から平成28年度までに町県民税
の住宅ローン控除の適用を受けるためには、
毎年、確定申告期間中に申告が必要です。今
年は平成21年３月16日までです。
　対象となるかたは、平成11年から平成18年
までに入居し、住宅ローン控除可能額が所得
税額よりも大きくなるかたです（もともと所
得税額がかからなかった分は控除対象になり
ません）。

住宅借入金等特別税額控除

申告書の提出方法

○年末調整のみで所得税の確定申告をしない
　かた…源泉徴収票を添付して町民税務課へ
　提出
○所得税の確定申告をするかた…所得税の確
　定申告書とともに税務署、もしくは各公民
　館での申告時に提出

町民税務課町税係よりお知らせ

平成21年度

『移動年金相談日』のごあんない

　〈相談日〉　　

　 　　　　　
　 　　　　　
　 　　
　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　　午後１時～１時30分
　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～
　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）
　　※会場は都合により館内別室になる場合があり　
　　　ます。ロビーの案内板をご確認ください。
　　●内　　容　年金のことならなんでも
　　■主　　催　米沢社会保険事務所
　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

平成21年 ４月 22日（水） 10月 28日（水）
５月 27日（水） 11月 25日（水）
６月 24日（水） 12月 24日（木）
７月 22日（水）平成22年 １月 27日（水）
８月 26日（水） ２月 24日（水）
９月 24日（木） ３月 24日（水）
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金

学
生
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�
学
生
納
付
特
例
申
請
�

　

学
生
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
学
生
は
…

　

大
学
（
大
学
院
）・
短
大
・
高
等

学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１

年
以
上
の
課
程
）
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
か
た
。

＊
年
度
途
中
で
20
歳
を
迎
え
、
納

　

付
特
例
を
希
望
す
る
学
生
さ
ん

　

は
、
20
歳
の
誕
生
日
以
降
早
め

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
は
…

　

住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
の
国

　

民
年
金
担
当
窓
口
に
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書　

　

（
コ
ピ
ー
可
）

・
年
金
手
帳
（
あ
れ
ば
）

・
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
）

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障
害

　

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

　

が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
基
礎

　

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

　

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢

　

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

　

含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

　

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
毎
年
申
請
�
必
要
�
�
�

　

平
成
20
年
度
学
生
納
付
特
例
を

受
け
て
い
て
、
平
成
21
年
度
も
引

き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ

れ
る
学
生
さ
ん
は
、
新
た
に
「
国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
前
年

の
所
得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
は
４
月
１
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

※
今
春
卒
業
予
定
の
皆
さ
ん
へ
…

　

学
生
免
除
の
有
効
期
間
は
３
月

末
日
ま
で
で
す
。
引
き
続
き
第
１

号
被
保
険
者
で
保
険
料
納
付
が
困

難
な
か
た
は
、
免
除
制
度
・
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
平
成
21
年
度
の
一
般
免
除

の
受
付
開
始
は
７
月
１
日
か
ら
と

な
り
ま
す
の
で
、
４
月
か
ら
６
月

ま
で
の
３
カ
月
分
は
平
成
20
年
度

の
一
般
免
除
手
続
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

�
月
�
�
�

保
険
料
�
変
�
�
�
�

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成

17
年
４
月
か
ら
各
年
度
ご
と
、

基
本
額
が
月
額
で
２
８
０
円
ず

つ
（
21
年
度
は
２
５
０
円
）
引

き
上
げ
と
な
り
、
平
成
29
年
度

以
後
は
月
額
１
万
６
９
０
０
円

で
固
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
（
国
民
年
金
法
第
87
条

第
３
項
関
係
）。

国民年金保険料は、
14,410円（20年度）に250円加算となり、

21年４月より14,660円となります。
（年間の納付額は175,920円）

国
民
年
金

�
�
知
�
�

　

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
満
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か

ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
を
納
め
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

※納付方法は口座振替をお勧めしていま
　す。方法によっては割引もあります。



支出命令日 区分 支出命令額 備　　　考
２月４日 御祝 5,000 円 勤労者互助会 25 周年記念パーティー
２月５日 御祝 3,300 円 十王雪まつり
２月６日 御祝 3,000 円 長井白鷹建設組合新年会
２月９日 香典 10,000 円
２月９日 御祝 3,000 円 川下を語る会
２月 13 日 香典 5,000 円
２月 20 日 御祝 3,100 円 蚕桑地区町内長会
２月 24 日 御祝 5,000 円 白鷹町水道工事組合新春懇談会

計 37,400 円 
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２月の町長交際費

平成21年２月に支出された町
長交際費についてお知らせし
ます。

■問い合わせ　総務政策課　
　総務係（☎85－6120）

い
よ
い
よ
事
業
が
始
ま
り
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽（
町
設
置
型
）を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

広
報
し
ら
た
か
１
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
「
町
設
置
型
の
合

併
処
理
浄
化
槽
（
設
置
工
事
か
ら

維
持
管
理
ま
で
町
が
行
う
）」の
設

置
事
業
が
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
全
域
に
下
水

道
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
有
効
な

手
法
と
し
て
、
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
区
域
外
を
対
象
に
、

浄
化
槽
の
設
置
普
及
を
進
め
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
排
水
設
備
の
工
事
（
浄

化
槽
本
体
を
除
く
）
を
行
う
と
き

は
、
融
資
の
あ
っ
旋
と
利
子
補
給

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
融
資
制
度
に
つ
い
て
】

●
融
資
限
度
額　

１
２
０
万
円

●
償
還
期
限　

60
カ
月
以
内

●
利
用
で
き
る
金
融
機
関

・
山
形
銀
行
荒
砥
支
店

・
き
ら
や
か
銀
行
荒
砥
支
店

・
き
ら
や
か
銀
行
鮎
貝
支
店

・
山
形
中
央
信
用
組
合
荒
砥
支
店

・
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

申込・問い合わせ
建設水道課下水道係
☎85－6138

  

平
成
21
年
度
仮
申
請
�

  

受
�
付
�
�
�

　

平
成
21
年
度
に
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

３
月
27
日
（
金
）
ま
で
建
設
水
道

課
に
仮
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
で
の
予
約
も
受
け
付

け
ま
す
。

☆
す
で
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
て
い
る
場
合
、
適
正
な
維
持

管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
合
併
処

理
浄
化
槽
は
町
に
寄
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
町
が
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
建
設
水
道
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【継続して延長業務を行う窓口】
　戸籍関係、税務関係、出納の３つの窓口
【実施時期】
　平成21年４月１日～
※健康福祉課の窓口業務など（例えば児童手当の申
　請手続きなどの受付事務）については、その申請
　事務に合わせて対応する予定です。
※３つの窓口以外の業務について、時間外での対応
　が生じる場合には、事前に連絡をいただくなどに
　より対応する予定ですので、ご理解をお願いいた
　します。

　このたび、平成14年10月から役場の全課で実施し
ておりました時間延長業務について、見直しを行い
ました。
　原則、月曜日の午後５時から７時まで業務の延長
を行い、各種の届出や証明書の交付、納税・出納な
どに利用いただいてきました。利用の状況は、戸籍
関係、税務関係、出納の各窓口への利用の頻度が高
い一方で、利用者が全くない課もありました。
　このような現状を踏まえ、全課による延長業務を
見直し、町民サービスの向上の観点などから、右の
とおり変更することになりました。

問い合わせ
総務政策課総務係
☎85－6120

時間延長業務の見直しについて

戸籍関係、税務関係、出納の窓口は
継続して実施します

募集期限は3/30（月）まで
オール電化住宅、床暖房設備も完備
～環境にも、人にも配慮した一戸建て住宅～

【住宅の概要】
○所在地　白鷹町大字鮎貝仮換地25街区
○構　造　木造平屋建
○間取り　２ＬＤＫ（75m2）
○設　備　ＩＨクッキングヒーター・蓄熱式床
　　　　　　　暖房・食洗器・エコキュート
○駐車場　１戸あたり２台のスペース
○家　賃　２子までを扶養するかた35,000円

子育て支援住宅「みらい」

入居者を追加募集します

町外のかた
１戸

■町外にいる家族、親族・知人のかたをぜひお
　　　誘いください。
■入居者の資格条件などがありますので、詳し
　くは建設水道課管理係（☎85－6140）までお
　問い合わせください。

　庄内を舞台として、庄内地方で撮影が行われた

納棺師の物語。先月、アメリカのアカデミー賞で

「外国語映画賞」を受賞し、日本アカデミー賞で

は作品賞など10部門で最優秀賞に輝きました。

世界が注目する本映画の上映会を開催します。涙

あり笑いありの人間模様、そして心和ませるチェ

ロの音色と庄内平野の美しい風景をスクリーンで

ご覧ください。

◆追加上映　３月19日（木）

　　①午後３時～

　　②午後６時30分～

※３月20日（金・祝）の全４回

　の上映前売券は売り切れと

　なりました。

◆どこで　パワーセンター

◆料金（小学生以上）

　○前売券　1000円

　○当日券　1200円

※どちらも時間指定となります。

◆チケット取り扱い　パワーセンター、ヤマシチ

　商店、各地区公民館ほか

◆主催　白鷹活動写真倶楽部、テレビユー山形

■問い合わせ　パワーセンター（☎86－0001）

映画

上映会（追加上映決定）

“やまがた”が生んだ感動作。
白鷹町での上映が実現しました。

役
場
観
光
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー

春
ら
し
く
模
様
替
え

　

３
月
４
日
、
荒
砥
高
等
学
校
美

術
部
員
の
皆
さ
ん
が
、
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
の
模
様
替
え
を
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

春
ら
し
く
、
柔
ら
か
で
あ
た
た

か
さ
の
伝
わ
る
色
調
で
、
菜
の
花

の
上
に
は
、
チ
ョ
ウ
が
舞
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
役
場
に
お
越
し
の
際

は
、
玄
関
右
手
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
一
足
早
い
春
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

白鷹ソフト小村    入居者を募集します
◆所在地　白鷹町大字鮎貝1520－1
◆内　容　ビジネスオフィス（木造１戸建て）
　①Ａタイプ１棟：２階建て　約70坪
　　　　　　　　　使用料　57,000円／月
　②Ｂタイプ１棟：平屋　約30坪
　　　　　　　　　使用料　30,000円／月　　　　
◆入居資格
　①町内に事業所を有する（予定）の個人・法人
　②情報産業を営んでいるまたは行おうとしているかた
　③国税及び地方税を完納しているかた
◆入居条件
　①入居期間：平成21年４月から（５年以内使用可能）
　②経　　費：使用に伴う経費は実費負担となります。
◆募集期間（郵送の場合は締切日消印有効）
　３月12日（木）～19日（木）
※提出書類など、詳しくは町のホームページ（http://
　www.town.shirataka.yamagata.jp）をご参照ください。
■応募・問い合わせ
　産業振興課商工振興係（☎85－6136）

未来の子どもたちに
きれいな川を残すために



●24　　 広報しらたか　2009.3.12　　 広報しらたか　2009.3.12●25

２
３
８

－
57

－

４
０
０
４
）

西
置
賜
視
聴
覚
教
育
協
議
会
�

移
転
�
�
�

　

西
置
賜
視
聴
覚
教
育
協
議
会
は
、

４
月
よ
り
長
井
市
図
書
館
内
に
場

所
を
移
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

長
井
市
図
書
館
と
同
様
に
、
土
日

祝
日
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
貸
し
出
し
物
品　

ビ
デ
オ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
教
材
・
機
材
な
ど

▼
対
象　

個
人
・
団
体
（
ど
な
た

で
も
）

※
な
お
、
移
転
に
伴
い
３
月
20
日

か
ら
３
月
末
日
ま
で
貸
出
休
止
に

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

�
�
�
助
成
制
度
�
�
知
�
�

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
、

平
成
20
年
４
月
以
降
に
デ
ジ
タ
ル

工
事
を
完
了
し
た
自
主
共
聴
に
関

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
改
修
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に
デ

ジ
タ
ル
工
事
済
と
の
届
出
が
さ
れ

て
お
り
、
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
国
の
補
助
金
が
対
象
外

おしらせ

▼
受
講
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
農
業

大
学
校
研
修
部
（
☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
Ⅰ
種
試
験
及
び
Ⅱ
種
試
験
（
い

ず
れ
も
大
学
卒
業
程
度
）
を
実
施

し
ま
す
。

【
Ⅰ
種
試
験
】

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
水
）

〜
８
日
（
水
）（
郵
送
の
場
合
、
最

終
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験　

５
月
３
日（
日
）

【
Ⅱ
種
試
験
】

▼
受
付
期
間　

４
月
13
日
（
月
）

〜
22
日
（
水
）（
郵
送
の
場
合
、
最

終
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付

　

は
４
月
11
日（
土
）〜
15
日（
水
）

▼
第
１
次
試
験　

６
月
21
日（
日
）

※
な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や
受

験
資
格
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
東
北
事

務
局
第
二
課
試
験
係
（
☎
０
２
２

－
２
２
１

－

２
０
２
２
）

と
な
っ
た
施
設
（
工
事
費
が
１
世

帯
あ
た
り
３
万
５
０
０
０
円
未
満

な
ど
）
も
、
当
該
助
成
金
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
手
続
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
自
主
共

聴
助
成
制
度
窓
口
（
☎
０
１
２
０

－

４
０
６

－

６
７
７
）

�
�
�
東
日
本
発
行
�
電
話
帳

�
配
達
�
回
収
�
�
�

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
山
形
支
店
で
は
、

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

（
平
成
21
年
５
月
発
行
）
を
各
家

庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳

は
、
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
り
替

え
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
回
収
し
た
古
電

話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳
を
つ
く

る
「
電
話
帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
で
配
達
員
に
古

い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

後
日
あ
ら
た
め
て
回
収
に
伺
い
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
届

け
す
る
電
話
帳
の
変
更
や
配
達
冊

数
の
変
更
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ　

タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２

０

－

５
０
６

－

３
０
９
）

と
し
て
搬
入
さ
れ
た
自
転
車
や
家

具
を
修
理
再
生
し
、
提
供
し
て
い

ま
す
。
置
賜
在
住
の
か
た
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

▼
提
供
品　

自
転
車
15
台
、
家
具

類
５
点
（
１
回
あ
た
り
予
定
数
）

▼
応
募
方
法　

備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
よ
る
。

▼
時
間　

日
曜
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

▼
料
金　

無
料

【
第
１
回
】

▼
展
示
期
間　

４
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
５
月
９
日
（
土
）

▼
公
開
抽
選　

５
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

【
第
２
回
】

▼
展
示
期
間　

６
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
７
月
４
日
（
土
）

▼
公
開
抽
選　

７
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

【
第
３
回
】

▼
展
示
期
間　

８
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
５
日
（
土
）

▼
公
開
抽
選　

９
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

【
第
４
回
】

▼
展
示
期
間　

10
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
12
月
５
日
（
土
）

▼
公
開
抽
選　

12
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

■
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
第
２
係
（
☎
０

民
生
委
員
�
児
童
委
員
�
�
知
�
�

　

空
席
に
な
っ
て
い
ま
し
た
鮎
貝

３
・
５
・
６
町
内
の
担
当
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
新
野
良
子
さ
ん

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

�
認
知
症
�
人
�
家
族
�
会
�

�
開
催
�
�
�

　

認
知
症
の
介
護
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
認
知

症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
か
た
が

集
ま
っ
て
話
し
合
う
会
を
開
催
し

ま
す
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
26
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
こ
ろ
ま
で

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

認
知
症
の
人
と
家
族

の
か
た
、
介
護
者
の
か
た
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）

平
成
21
年
度
�
�
�
�
�
工
房

再
生
品
�
提
供
�
�
�

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く

り
え
い
と
工
房
で
は
、
粗
大
ご
み

催　し

天
地
人
博
�
�
�
�
開
催
中

「
大
河
ド
ラ
マ
の
世
界
」
と
「
直

江
兼
続
の
実
像
」
の
２
つ
の
世
界

を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

平
成
22
年
１
月
11
日
ま

で
毎
日
無
休

▼
ど
こ
で　

伝
国
の
杜（
米
沢
市
）

▼
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
最
終
入
場
午
後
４
時
30
分
）

▼
入
場
料　

一
般
７
０
０
円

　
　
　
　
　

学
生
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
生
３
０
０
円

▼
見
ど
こ
ろ

①
天
地
人
シ
ア
タ
ー
「
北
の
武
者

　

た
ち
〜
甲
胄
物
語
〜
」

②
天
地
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

全
国

　

各
地
か
ら
直
江
兼
続
関
連
の
文

　

化
財
が
集
結
し
ま
す
（
月
替
わ

　

り
の
展
示
テ
ー
マ
）。国
内
最
大

　

級
の
上
杉
家
・
直
江
兼
続
コ
レ

　

ク
シ
ョ
ン
の
数
々
も
展
示
。

③
大
河
ド
ラ
マ
情
報　

出
演
者
の

　

情
報
パ
ネ
ル
や
ド
ラ
マ
で
実
際

　

に
使
用
し
た
衣
装
や
小
道
具
、

　

特
別
映
像

④
米
沢
の
歴
史
展
示（
常
設
展
示
）

　

国
宝
・
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏

　

風
の
世
界
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
オ

　

ー
ク
や
鉄
砲
足
軽
組
シ
ュ
ー
テ

　

ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会
事

務
局
（
米
沢
市
総
合
政
策
課
／
☎

０
２
３
８

－

22

－

５
１
１
１
）
ま

た
は
伝
国
の
杜
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

８
０
０
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
学
生
就
職
�
�
�
�
�

▼
日
程

①
山
形
会
場

○
い
つ　

５
月
１
日
（
金
）

○
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン

　

グ
（
山
形
市
）

②
庄
内
会
場

○
い
つ　

５
月
８
日
（
金
）

○
ど
こ
で　

い
ろ
り
火
の
里
な
の

　

花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）

▼
対
象

○
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学

　

校
な
ど
の
平
成
22
年
３
月
卒
業

　

予
定
者

○
平
成
21
年
３
月
に
大
学
な
ど
を

　

卒
業
し
た
未
就
職
者

▼
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

（
受
付
昼
12
時
〜
）

▼
内
容　

複
数
の
企
業
と
個
別
ブ

ー
ス
で
面
談
で
き
ま
す
。
職
業
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
置
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
若
者
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
４
７

－

０
３
６
３
）
ま
た
は
山

形
労
働
局
職
業
安
定
課
（
☎
０
２

３

－

６
２
６

－

６
１
０
９
）

募　集

▼
試
験　

作
文
、
面
接

▼
報
酬
な
ど　

当
法
人
規
程
に
よ

り
支
給
し
ま
す

▼
勤
務
開
始
予
定　

平
成
21
年
４

月
１
日
か
ら

▼
申
込
期
限　

３
月
19
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福

祉
法
人
白
鷹
こ
ぶ
し
会
事
務
局
／

高
橋
（
こ
ぶ
し
の
家
・
☎
85

－

５

６
６
０
）

社
交
�
�
�
初
心
者
教
室

生
徒
�
募
集
�
�
�

　

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ふ
ら
み
ん

ご
」
で
は
、
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
基
本
ス
テ

ッ
プ
を
中
心
に
指
導
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。

男
性
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７

時
30
分
〜
９
時
30
分

※
初
回
は
４
月
８
日
（
水
）
午
後

７
時
30
分
集
合

▼
ど
こ
で　

長
井
小
学
校
体
育
館

▼
会
費　

入
会
金
３
０
０
０
円

　
　
　
　

月
３
０
０
０
円

▼
講
師　

小
幡
一
貴
先
生
（
カ
マ

タ
ダ
ン
ス
教
室
）

▼
募
集
人
員　

20
人

▼
対
象　

20
〜
65
歳
の
男
女

▼
締
め
切
り　

４
月
８
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

渡
部

（
☎
83

－

３
２
０
７
）

�
�
�
�
�
体
験
教
室

▼
い
つ　

３
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
対
象　

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
曲
、
テ

ー
プ
代
）

■
問
い
合
わ
せ　

鈴
木
（
☎
０
２

３
８

－

40

－

４
１
４
７
）
ま
た
は

ハ
ワ
イ
伝
統
文
化
国
際
友
の
会
代

表
理
事
／
齊
藤
照
美
（
☎
０
９
０

－

５
８
２
８

－

９
０
８
７
）

山
形
県
立
農
業
大
学
校

研
修
生
�
募
集
�
�
�

　

新
規
就
農
、
新
た
な
作
物
導
入
、

加
工
直
売
に
つ
い
て
実
践
的
に
学

ぶ
研
修
で
す
。

▼
コ
ー
ス　

新
規
就
農
支
援
研
修
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
研
修

▼
研
修
期
間　

約
１
年
間
（
平
成

21
年
４
月
〜
）

▼
募
集
人
員

○
新
規
就
農
希
望
者
40
人

○
新
た
な
事
業
展
開
を
目
指
す
農

　

業
者
20
人

▼
研
修
先　

農
業
大
学
校
、
農
業

関
係
試
験
研
究
機
関
、
先
進
農
業

経
営
者
な
ど

白
鷹
�
�
�
会
�
職
員
�
募
集

�
�
�

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
業
務
内
容　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
支
援
業
務
全
般

▼
応
募
資
格　

高
卒
以
上
で
35
歳

未
満

※
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
社

会
福
祉
主
事
、
社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
１
級
、
ヘ

ル
パ
ー
２
級
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
お
持
ち
の
か
た
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

高　玉 金田 文　雄 岳
たけ

　大
ひろ

久仁子

高　岡 大滝 和　弘 真
まな

　聖
と

美　恵

十　王 髙山 佳　繁 幸
こう

　大
だい

悦　子

畔　藤 渋谷 祐　介 倭
わ

　向
こう

典　子

畔　藤 新野 好　正 嘉
か

　穂
ほ

貴　恵

荒砥乙 大木 嘉　弘 涼
りょう

　嘉
が

里　佳

萩　野 川部 茂　樹 聡
そう

　太
た

奈々絵

箕和田 馬下 和　弥 智
とも

　貴
き

美由貴

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（佐　藤　淳　也　　鮎　貝
山　上　真　紀　　鮎　貝

（鈴　木　武　範　　滝　野
伊勢谷　陽　子　　荒砥乙

（竹　本　幸　貴　　仙台市
迎　田　美　緒　　鮎　貝

（鈴　木　　裕　　　鮎　貝
渋　谷　直　美　　山形市

 住所　　  氏　　名  　年齢
畔　藤　　　　　み　ゑ　82
広　野　鈴　木　三枝子　36
横田尻　照　井　千　代　83
十　王　鈴　木　きみ子　62
山　口　大　嶋　　　う　102
荒砥甲　衣　袋　榮　一　76
畔　藤　衣　袋　はるの　82
十　王　海老名　　　　　82
高　玉　　　山　　　七　76
中　山　布　施　き　よ　88
畔　藤　板　谷　い　せ　96
荒砥甲　竹　田　　太郎　87
荒砥乙　　　藤　は　な　85
鮎　貝　渡　部　守　　　71
高　玉　髙　橋　吉　郎　88
畔　藤　梅　津　ト　メ　80
高　玉　佐　藤　忠　一　89
深　山　　　藤　吉　次　80

【2月1日～2月28日届出】
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戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　長岡市栃尾地域・白鷹町交流事業

姉妹都市・栃尾地域の皆さんが来町

地域づくりなどで交流・意見交換

　

旧
栃
尾
市
と
白
鷹
町
は
、
昭
和

47
年
に
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん

で
以
降
、
産
業
や
芸
術
文
化
、
教

育
の
面
で
交
流
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
近
年
で
は
、
平
成
16
年
、
新

潟
県
中
越
地
震
で
被
災
地
と
な
っ

た
旧
栃
尾
市
の
皆
さ
ん
を
勇
気
づ

け
よ
う
と
、
本
町
か
ら
支
援
活
動

に
訪
問
。
そ
の
後
、
一
段
と
絆き

ず
な

が

強
ま
り
、
毎
年
の
よ
う
に
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
息

の
長
い
、
強
い
つ
な
が
り
に
し
て

い
こ
う
と
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
栃

尾
地
域
が
合
併
し
て
以
降
、
最
も

規
模
の
大
き
い
交
流
と
な
り
約
30

人
が
来
町
。
地
域
づ
く
り
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
山
口
地
区
や
深

山
地
区
で
意
見
交
換
を
行
い
、
ま

た
農
業
関
連
施
設
や
観
光
施
設
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

山
口
地
区
で
は
、
地
元
の
食
を

味
わ
っ
た
あ
と
、
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経

営
や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
、
木

材
の
利
活
用
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
実
施
方
法
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
尾
地
域
の
皆
さ
ん
は
「
活
発

な
ま
ち
づ
く
り
の
場
に
触
れ
、
新

た
な
発
見
も
あ
り
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
づ
く

り
を
通
し
て
、
交
流
・
連
携
し
て

い
け
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

両
地
域
の
心
を
、
よ
り
近
く
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
今
回
の
訪
問
。
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
分
野
で
交
流
が
続
い
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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２月20日から２日間の日程で、新潟県長岡市栃尾地域（旧栃尾
市）の皆さんが来町され、地域づくりでの現場を視察し、意見
交換などを通じて交流を深めました。


